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Ｎ
Ｅ
Ｔ
119
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

　
『
Ｎ
Ｅ
Ｔ
119
』
は
、
音
声
に
よ

る
119
番
通
報
が
困
難
な
方
を
対
象

と
し
た
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
で
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
画
面
操
作

だ
け
で
救
急
車
等
を
簡
単
に
呼
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
シ
ス
テ
ム
の
詳
し
い
内
容
お
よ

び
登
録
方
法
は
、
当
消
防
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対�

象
／
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た

は
在
学
さ
れ
て
い
る
方
で
、
音

声
に
よ
る
119
番
通
報
が
困
難
な

方
利�

用
開
始
方
法
／
消
防
本
部
に
申

請
が
必
要
で
す
。

問
／
消
防
本
部
指
令
統
括
課

　
☎
４
６
０

−

０
１
２
３

　
FAX
４
６
０

−

０
１
２
５

火
災
・
病
院
案
内

　
管
内
で
の
火
災
発
生
状
況
、
休

日
・
夜
間
な
ど
に
診
療
を
行
っ
て

い
る
医
療
機
関
（
管
内
・
近
隣
含

む
）
の
診
療
状
況
を
音
声
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
よ
り
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
病
院
を
受
診
さ
れ
る
方
は
、
直

接
病
院
に
電
話
連
絡
の
う
え
、
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
案
内
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
４
６
１

−

８
１
８
１

問
／
消
防
本
部
指
令
統
括
課

　
☎
４
６
０

−

０
１
２
３

令
和
元
年
度
予
算
の
概
要

　
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
50

億
４
６
３
万
円
で
、
前
年
度
当
初

予
算
額
54
億
３
１
３
８
万
８
千
円

に
対
し
て
、
４
億
２
６
７
５
万
８

千
円
（
7.9
㌫
）
の
減
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
障
害
者
支
援
施
設
で
は
、
利
用

者
へ
の
生
活
支
援
と
快
適
な
生
活

環
境
の
維
持
管
理
等
に
努
め
ま
す
。

　
し
尿
処
理
場
で
は
、
平
成
30
年

７
月
に
完
成
し
た
新
た
な
施
設
の

維
持
管
理
等
効
率
的
な
運
営
に
努

め
、
安
全
で
適
切
な
処
理
業
務
を

行
い
ま
す
。

　

消
防
本
部
で
は
、
救
急
自
動

車
・
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新

整
備
す
る
な
ど
、
災
害
発
生
時
や

多
様
化
す
る
消
防
救
急
業
務
に
迅

速
に
対
応
で
き
る
体
制
の
整
備
を

図
り
ま
す
。

市
民
１
人
当
た
り
に
使
わ
れ
る

お
金　
　
　
１
万
７
８
１
円

（
注
）
平
成
30
年
10
月
１
日
現

在
の
構
成
市
住
民
基
本
台
帳
人

口
46
万
４
１
７
９
人
で
算
出
し

て
い
ま
す
。

問�
／
事
務
局
総
務
課

埼玉県南西部消防本部からのお知らせ
◇　◇　◇　◇　◇　消 防 職 員 募 集　◇　◇　◇　◇　◇

採用予定年月日　令和２年４月１日

試験
区分 受験資格 試験案内配布 申込期間 試験日

上級 平成５年４月２日以降に生まれた方で、大学を卒業また
は令和２年３月末までに卒業見込みの方

７月２日㈫から消防本
部および各消防署・分
署で配布
　　　　　　　　　
ホームページからダウ
ンロード可能（注２）

◇郵送
　７月26日㈮～
　　　８月７日㈬
　※当日消印有効

◇持参
　７月26日㈮～
　　　８月９日㈮
　午前９時～午後５時
　※土・日曜日を除く

◇第１次試験
　９月22日㈰

◇第２次試験
　１次試験合格者に通知

中級

平成７年４月２日以降に生まれた方で、次のいずれかに
該当する方
①�短期大学を卒業または令和２年３月末までに卒業見込
みの方

②�学校教育法に定める、（注１）に該当する専修（専門）
学校・各種学校を卒業または令和２年3月末までに卒業
見込みの方

初級 平成９年４月２日以降に生まれた方で、高等学校を卒業
または令和２年３月末までに卒業見込みの方

（注１）専修（専門）学校…修業年限２年以上の専門課程（年間授業時間数680時間以上）
　　　  各種学校…高等学校卒業を入学条件とする修業年限２年以上の課程　

（注２）埼玉県南西部消防本部ホームページ：https://www.kennanseibu119.jp/firedepartment/
試験に関する問い合わせ

埼玉県南西部消防本部　消防総務課
☎460-0119

消防費
（消防業務運営費）
42億8,480万7千円
（85.6%）

公債費
（長期債元金および利子）

8,502万4千円
（1.7%）

予備費
1,000万円
（0.2%）

議会費
（議会運営費）
624万9千円
（0.1%）

総務費
（事務局運営費）
1億3,097万6千円
（2.6%）

民生費
（障害者支援施設運営費）
3億6,731万8千円
（7.4%）

使用料および手数料
（障害者支援施設使用料など）

2億7,631万7千円
（5.5%）

分担金および負担金
（構成市からの負担金）
45億9,002万2千円
（91.7%）

諸収入
1,037万1千円
（0.2%）

繰越金
（前年度からの繰越金）
1億2,680万3千円
（2.6%）

財産収入
（土地貸付料）
111万7千円
（0.0%）

衛生費
（し尿処理場運営費）
1億2,025万6千円
（2.4%）

朝
霞
地
区
一
部
事
務
組
合
だ
よ
り

歳出 歳入

©埼玉県南西部消防本部
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小
規
模
な
飲
食
店
に
消
火
器
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す

　
平
成
28
年
12
月
22
日
に
糸
魚
川

市
で
発
生
し
た
大
規
模
火
災
を
受

け
、
飲
食
店
等
の
消
火
器
の
設
置

に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
、
消
防

法
施
行
令
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
改
正
で
、
10
月
１
日
㈫
か

ら
、
延
べ
面
積
に
か
か
わ
ら
ず
、

火
を
使
用
す
る
設
備
ま
た
は
器
具

を
設
け
た
飲
食
店
等
に
消
火
器
具

の
設
置
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
設
置
し
た
消
火
器
は
、

定
期
的
に
点
検
し
、
そ
の
結
果
を

管
轄
の
消
防
署
に
報
告
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

問
／
朝
霞
消
防
署
消
防
課　

　
☎
４
６
３

−

１
１
９
０

　
花
火
は
安
全
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う

　
花
火
は
、
火
薬
を
使
用
し
て
お

り
、
使
い
方
を
間
違
え
る
と
大
変

危
険
で
す
。
次
の
注
意
点
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

◆�

遊
び
終
わ
っ
た
花
火
は
、
水
に

つ
け
て
火
を
消
す
。

◆
花
火
を
人
や
建
物
に
向
け
な
い
。

◆�

燃
え
や
す
い
物
の
あ
る
場
所
で

使
用
し
な
い
。

◆�

一
度
に
た
く
さ
ん
の
花
火
に
火

を
つ
け
な
い
。

◆�

途
中
で
火
が
消
え
て
も
花
火
の

筒
の
中
を
絶
対
に
の
ぞ
か
な
い
。

問
／
消
防
本
部
予
防
課

　
☎
４
６
０

−

０
１
２
１

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
維

持
・
管
理
に
つ
い
て

◆
点
検
の
時
期

　
一
か
月
に
一
度
を
目
安
に
作
動

点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
点
検
の
方
法
（
作
動
確
認
）

　
本
体
の
ひ
も
を
引
く
ま
た
は
点

検
ボ
タ
ン
を
押
し
て
、
警
報
音
が

鳴
る
か
確
認
し
ま
す
。

◆
掃
除
（
お
手
入
れ
）

　
ほ
こ
り
な
ど
が
付
着
す
る
と
火

災
を
感
知
し
に
く
く
な
る
の
で
、

定
期
的
に
掃
除
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
本
体
の
交
換

　
本
体
の
交
換
時
期
の
目
安
は
10

年
で
す
。
ま
た
、
乾
電
池
タ
イ
プ

の
警
報
器
は
、
早
め
に
電
池
交
換

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
池
が
切
れ
そ
う
に
な
る
と
、

音
声
や
ラ
ン
プ
で
知
ら
せ
て
く
れ

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

【
詳
し
く
は
、
取
扱
説
明
書
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。】

問
／
朝
霞
消
防
署
消
防
課　

　
☎
４
６
３

−

１
１
９
０

　　
　
　
　

上
級
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

日
時
／
①
７
月
12
日
㈮

　
　
　
②
７
月
13
日
㈯

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

会�

場
／
①
朝
霞
消
防
署
２
階
講
堂

　
　
②
新
座
消
防
署
４
階
講
堂

（
両
会
場
と
も
駐
車
場
な
し
）

定�
員
／
先
着
30
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

受�
講
資
格
／
市
内
に
在
住
、
在
勤

ま
た
は
在
学
さ
れ
て
い
る
方

（
中
学
生
以
上
）

受
講
料
／
無
料

内�

容
／
乳
児
か
ら
成
人
に
必
要
な

救
命
手
当
等
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
含

む
）

申�

込
方
法
／
７
月
１
日
㈪
か
ら
電

話
で

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　朝霞地区一部事務組合は、朝霞市・志木市・
和光市および新座市の４市で構成され、し尿処
理場、障害者支援施設すわ緑風園、埼玉県南西
部消防本部の業務を共同で行っています。
■朝霞地区一部事務組合　事務局
　朝霞市溝沼1-2-27　☎461-2415
　ホームページアドレス　
　https://www.kennanseibu119.jp/
■埼玉県南西部消防本部
　朝霞市溝沼1-2-27　☎460-0119
　ホームページアドレス
　https://www.kennanseibu119.jp/firedepartment/

申��
・
問
／

　
①
朝
霞
消
防
署
消
防
活
動
課

　
　
☎
４
６
３

−

０
１
１
９

　
②
消
防
本
部
救
急
課

　
　
☎
４
７
８

−

０
８
９
９

救
急
標
語
を
募
集
し
ま
す

対�

象
／
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た

は
在
学
さ
れ
て
い
る
方

テ�

ー
マ
／
救
急
車
適
正
利
用
、
救

急
講
習
等
の
応
急
手
当
普
及
啓

発
に
関
す
る
こ
と

応�

募
方
法
／
７
月
５
日
㈮
（
当
日

消
印
有
効
）
ま
で
に
、
は
が

き
に
応
募
作
品
（
15
文
字
以

内
）、住
所
、氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
お
よ
び
電
話
番
号
を
明
記

の
う
え
、
〒
351

−

0023　
朝
霞
市

溝
沼
１

−

２

−

27　
埼
玉
県
南

西
部
消
防
本
部
救
急
課
宛
て
に

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

そ�

の
他
／
作
品
は
１
人
１
点
と
し
、

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

最
優
秀
作
品
１
点
を
選
出
し
て
、

記
念
品
を
贈
呈
し
、
当
消
防
本

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
発
表
し

ま
す
。

参�

考
／
平
成
30
年
度
最
優
秀
作
品

「
勇
気　

行
動　

そ
の
手
で　

救
命
!!
」

問
／
消
防
本
部
救
急
課　

　
☎
４
６
０

−

０
１
２
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
有
料
広
告
募
集

掲�

載
で
き
る
方
／
原
則
、
朝
霞
市
、

志
木
市
、
和
光
市
お
よ
び
新
座

市
内
に
事
業
所
等
を
有
す
る
方

申�

込
方
法
／
当
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
営
業
証
明
書

お
よ
び
広
告
の
版
下
原
稿
を
添

え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

掲�

載
の
決
定
／
申
込
受
付
後
、
内

容
を
審
査
の
う
え
、
掲
載
の
可

否
を
決
定
し
、
申
込
者
に
通
知

し
ま
す
。

そ�

の
他
／
詳
細
は
、
当
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

申��
・
問
／
事
務
局
総
務
課

　
☎
４
６
１

−

２
４
１
５


